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第 23 回 第５分科会会議録（概要）
場  所 新宿区役所第一分庁舎 

７階研修室 

記録者 【学生補助員】 

久保田・多久 

日  時 平成 18 年 5 月 15 日  

午後 7時 00 分～午後 10 時 20 分 

責任者 区事務局（松浦・池田） 

会議出席者：20 名 

（区民委員：13 名 学識委員：2名 区職員：5名 ） 

■配付資料 

①第２２回会議録 

②提言素案 

 

■進行内容 

１ はじめに 

２ 学識委員より 

３ 報告事項 

４ 提言素案の検討 

５ 事務連絡 

 

■会議内容 

【発言者】●：区民委員、◎：学識委員、○：区職員 

 

１ はじめに 

 

○： 配付資料の確認（２点） 

配付資料②「提言素案」は、前回の分科会で検討した内容を踏まえて、各執筆グル

ープに修正していただいたものです。まだ、一部未修正の部分もありますが、後程、

皆さんで検討、確認していただきたいと思います。 

本日の進め方ですが、まず、廣江先生に提言素案のまとめについて、お話していた

だきます。次に、５月１４日に新宿区民会議世話人会及び編集部会がありましたの

で、橋本先生より報告していただきます。その後、提言素案を検討します。最後に

まとめ、事務連絡となります。 

提言書の構成ですが、編集部会で検討していた大項目を４つにする案が、世話人会

で了承されました。第５分科会は、４つの大項目のうち、「（仮）土地の記憶の再生

と創造」と「（仮）楽しもう新宿」の部分の中項目を執筆します。その中で、「（仮）

楽しもう新宿」については第５分科会が中心となりますので、大項目の名称などを

橋本先生中心に考えていくことになりました。それでは、廣江先生、橋本先生より
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まとめに向けて、お話をお願いします。 

 

２ 学識委員より 

 

◎： ずいぶんと長い時間をかけて、検討してきました。この提言は区政に反映するとい

うことです。新宿区の自治を皆さんがつくっていくために、もうひと粘りしていた

だいて、ぜひ説得力のあるいいものにしていただきたいと思います。この提言が活

用されるためには、説得力が必要だと思いますので、もう一度、他の目線で見てい

ただいて、どれだけ訴える力があるか、なるほどそうだなと思っていただけるかど

うかが重要です。全然関わりのない方たちに対して、説得力をもつというようなこ

とで、いろいろとご議論いただければと思います。よろしくお願いします。 

 

３ 報告事項 

 

◎： ５月１４日の編集部会の内容を簡単に報告させていただきます。中項目の若干の入

りくりも含めて、４つの大項目の並べ方についても検討しました。その結果、「Ⅰ（仮）

われらの新宿」、「Ⅱ（仮）くらしを守り、いのちを育てる」、「Ⅲ（仮）土地の記憶

の再生と創造」、「Ⅳ（仮）楽しもう新宿」の順番になりました。「（仮）われらの新

宿」、を一番目にもってきた理由は、制度であれ、そういうものを最初にもってくる

のが他自治体の計画などでもあまりなく、よいのではということです。第５分科会

は、大項目の３番目と４番目を主に担当することになりますので、これから原稿を

詰めていきたいと思います。また、学識委員も、大項目のくくり方の説明などをつ

くるということになりました。今後は、皆さんは原稿の調整などの作業を進めてい

く段階です。以上です。 

 

４ 提案素案の検討 

 

○： ありがとうございました。引き続き提言素案の検討に入ります。原稿の締め切りが

５月１９日ですので今日ある程度の形までまとめたいと思います。また、前回、検

討の順番が最後になり時間が足りなかったので、今回は「知のネットワーク」から

始めたいと思います。また５つの項目のうち、「知のネットワーク」と「道草したく

なる楽しいまち」については修正原稿が出ていますが、その他３項目については修

正が終わってない部分があります。では「知のネットワーク」からお願いします。

●： 前回の原稿は、やはり図書館のイメージが強すぎたように思います。また、断定的

な言い方をしようと思ったのですが、そうではなく穏やかに皆さんに働きかけるよ

うにやわらかい言葉でということで修正しました。それから、情報が今後どういう
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ふうに発展していき、また私達がどういう情報を欲しがっているのかまだ皆さんと

十分にお話し合いできていないと思います。いろいろアドバイスをいただいて少し

ずつ全体が見えてきたような気がします。情報を皆さんに手足のように使っていた

だくためにはどうしたらいいか。また情報を使えない弱者、お年寄りやパソコンを

持っていない方たちのためには図書館職員が代わりに情報を与える、またはチラシ

や紙媒体により皆さんに伝わるように努力しなければいけないというふうに思って

おります。情報は、知能が高い優秀な人達が使うのでしょうけど、それだけで終わ

ってはいけないということを私は確認したいと思います。自分たちが望んでいる情

報ネットワークはどういうものを考えていいのか、皆さんの考えていることをお聞

かせいただきたいと思っています。それからスペースの問題もあり漢字が増え言葉

がだんだん堅くなってきた気がしますので、皆さんがわかりやすいように「ネット

ワークを通してアメリカの図書館の書物も見ることができる」のような具体的な事

例も入れたほうがいいと思っています。 

●： 情報ということは何かということですね。情報を伝達する発信・受信基地のものの

中に図書館がある。情報とは何かということですが、例えば、私が出版社に勤めて

いた当時は情報が少なく、紙媒体にしたものを受け手はお金を出しても買ってくれ

る時代でした。今はフリーペーパーも多いし情報が過多です。その中で図書館は最

近、インターネットにも取り組んでいます。多種多様な情報があり、それらを必要

としている人はどこかにいる。くだらない情報でも難しい情報でも、どこかに必要

な人がいるので、情報は発信していくものだろうと思うのです。その場合に私たち

にとっての情報を考えると、われわれが必要としている適量で適切な情報というの

はどんなものだろうかという事がある。そのときに発信する側の問題もある。だか

ら誰が発信するのかということですよね。一つは、施設があって情報センターの機

能を有したもの、図書館の機能がある。またそこから情報を発信する人間の問題が

あります。それには新宿区民ブランドというものをつくらないと私達がいくら情報

を発信しても、多くの質・量の情報のなかで埋没してしまう。たしかに新宿区民会

議や何かの委員会が関わっている情報というものは、多くの情報の中で選別された

いい情報であり、区民のために必要とされたブランドをつくらないと埋没してしま

う。 

●： やはり中にはとんでもないデマやインチキ商法がとびかっているわけです。正しい

情報、間違いのない情報というのはそれだけ価値を生んでくる。その内容も中に入

れていますが、まだまだ書ききれていないかもしれませんね。 

◎： ３行目に静脈となっていますが、栄養を供給するという意味で動脈のほうがこの文

章には合いますよね。今アメリカの大学でどういうようなことをやっているかとい

う話を若干させていただきます。スタンフォード大学が、図書館を大改造するとい

うことで、すべての書物を画像に収めるという作業をしています。それはいいかど
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うかということはありますが、私は紙で見たいなと思うのですが。すべてものを経

由しないでどこにいてもアクセスする権利がある方には図書館の所蔵しているもの

はすべて読めるようになる、という壮大な実験をしているようですね。これも一つ

の理念であります。どういう理念かというと、ここでデータデバイスの話が出てく

るのですが、大切なのはＩＴという手段を使って、可能なことと可能でないことが

できてしまう、という事があるのです。一番の理念として置くのは、誰もが新宿区

民、国民ということになるんですけど、情報に対して平等にアクセスできる、とい

うものがすごく大切なんですね。だから偏ってはいけない、というときにＩＴとい

う手段を経由しなければいけないという事だけだったらそれは問題がある。つまり、

これは出来ない人もいるから、ということではなくて、いつも複数の手段が用意さ

れなくてはならない。あるいは３つ４つの手段がなくてはならないということが一

方にあって、そのことが誰もが情報に平等にアクセスすることができる。つまり誰

かの独占物ではないことを新宿区が示していかなくてはいけない。区民もそういう

立場であろう。そういう図書館を考えていきたいということだろうと思うんですね。

それから図書館員の話が出ていますが、人が支えるシステムは、私は重要だと思う

んです。一方で技術的にシステム化はどんどん進んでいきますけど、そこに人とい

う要素が関わっていくことによって、デジタルとアナログの両方のいい部分が生か

されてくるわけですね。それをどううまく活用していくかというときにやはり人も

必要であろう。人にお金を使うということを考えなくてはいけない。機械化が一方

で進んで便利になるけれども、人という要素をもっと使っていって図書館員のやる

ことはもっともっとたくさんあるはずであると思います。そのあたりを書いていた

だくと、「知のネットワーク」が意味したいのは、ネットワークを繋ぎました、とい

うことだけではなくて、繋ぐことによって、異質なものが触れ合う、その先端が図

書館だということだとか、そういう情報拠点になってくると、そこで生まれてくる

ものがある。だから動脈でなければならないという話になるんですけど。新しいも

のが生まれてくる、つまり本を読んで消化しましょう、自分の役に立てましょう、

それだけでなくその事から生まれてくる新しいものが何なのか。そういうために、

拠点をつくるんだ、そこがすごく大切で、そこをもう少し書き込んでいけばいいの

かなと。そこが弱いですね。そのためにいろいろな人が集まってくるネットワーク

をここでやるので、人の要素があり、ものの要素もある、そこから生まれるものに

期待したい。そこを支える図書館員がいたり、私は学芸員も書いていただきたいと

思うんですけど、専門的な人たちが支えていて、次に能力が伸びていくことが新宿

区はできますよ。ぜひ発展性のある、力強いことをもう少し入れていただきたい。

図書館の機能が変わってくるわけですから、変わっていく情報拠点という書き方が

いいのかな。それは理念として、将来あるべき姿として。そういう情報拠点として

のネットワークであって、図書館もそういうふうに変わっていくであろう。大学の
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図書館もそういうふうに変わっていくと思うんですね。小学校も組み込まれるとか、

もっと別なもの、公民館も入ってくるとか、そういう新しい次元に変わっていくと

思うんです。ふれあう場所があって、だから拠点なんです。ふれあうことによって、

新しいものが発見して次に創造的なことが生まれてくる。 

◎： 基本的に賛成ですが、３点の提案をしたいと思っています。１つは、図書館という

ことを聞いたときの一般の人たちの印象ですね。旧態依然の図書館を何とかしよう

という事はわかるんですが、逆に図書館というものを旧態依然のものに押し込めよ

うとしている印象がぬぐえないなと思います。もう１つは新宿区として、新しい情

報ネットワークを提案するという話があったので、その部分につながっていく話だ

と思うんですね。具体的な話をするとわかりやすいと思うのです。情報コンシェル

ジェという言い方があったと思います。情報化社会といっているが、いろいろな情

報があって、信用できない情報・ニュースというものもある。そういう意味では、

新宿区のパブリックで信用できる情報を発信していく視点はものすごく重要なこと

で、そのために図書館を起点にしていきましょうということには賛成なんです。た

だ、その部分を伝えようという意図と、実際に伝わっている印象がミスマッチして

いるのではないかと思っています。図書館という言葉を使うことによって、逆に書

物とか古い体質のものに戻ってしまって、全然、新しさがなくなっていく。新しく

大事なことを言うために、表現方法の切り口を変えるとか、例えば、情報コンシェ

ルジェという言葉を使い、それは何ですか、ということによってその次の先のこと

に繋がるのかなと思います。 

●： 今まで図書館は紙媒体の本が中心だったが、これからは図書以外の情報というもの

がある。図書とか司書だと従来型の図書館をイメージしてしまう危険があるんです

よ。私は情報コンシェルジェはいい言葉だなと思っています。司書というと、やは

り紙媒体の本をいかにうまく検索するかという役割を担っているように思います。

従来型の図書館司書ではなく新しい概念で提案しないと他の人はついてこないと思

います。 

●： 図書館でない、新しいものという表現ですね。 

●： 情報は無限です。区民会議で新宿区のためにというのは行政のためにではなくて、

新宿区で働いている人、住んでいる人、関心のある人、外から来た人、そういう人

のためです。そういう人たちにとって有用な情報をいつでも取り出せる。それから

自分の関わっていることを発信したいと思ったとき情報発信できる手段であったら

いい。そういう情報ネットワークであったらいいと思うんです。図書館と地区協議

会を地域の情報拠点にしたらいいのではないか。図書館は９館ですが、地区協議会

は１０箇所あります。そこを図書館司書や学芸員だけではとても対応できないので、

区職員、区民会議委員や地域の住民もすべて含めて地域ごとに選定した人の中から

利用者に交代で使い方を教えることとか、そういうことを含めた情報のネットワー
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クをつくることが最近の区政の流れとマッチするのではないかと思います。 

●： そのときに大事なのは図書の中には情報の部分だけではないという事です。例えば、

文学や芸術とかもある。また子どもへの読み聞かせや読書運動も非常に大事なんで

す。図書館すべてが情報化することだけでは決して正しいことではなく、どういう

ふうに入れ込むかを個人的にはお願いしたい。 

●： それは残さなくてはいけない大事なことです。情報だけに流されては絶対にいけな

い。すぐに結果は出ないがそれはとても大事なことです。これは外したくないです

よね。 

◎： 私自身図書館は情報拠点という言い方をしていたんですけど、そういうものに今の

図書館が脱皮することがここではとても大切です。情報拠点に何があるかというと、

そこにアクセスできる情報があるということですよね。私は文学も情報だと思って

います。誰もがアクセスできるということと、誰もがそこに行ける具体的な場であ

るというものを用意しなくてはいけないと思うんです。読み聞かせの重要性はそこ

にいろいろな人が集まるということなんです。それからいろいろな議論を持った人

たちも集まることができるだろう。そういう具体的な人間同士のふれあいの場も用

意する必要があるように思います。これはすごく大切なことだと思います。それを

誰が考えていくかという場合に、いろいろ企画する人も必要でしょう。情報整理し

たり、その情報に新たに付加価値つける人も必要でしょう。新しく物的に紙という

媒体に置き換えられた情報を利用する人も必要でしょう。それが今の図書館司書の

役割なんですね。日本では司書というと、本を貸し出す役割しかしていないように

思うが、そうではなく、例えば、学生がレポートを書く場合に、かなり高い部分の

教育をするのがアメリカの大学の司書なんです。日本ではやっていないだけの話な

んです。そういう機能をどんどんつけていくわけですよね。そういう能力を持った

人が集まる。だから能力をもった人たちに支えられる情報センター、情報拠点であ

る必要がある。それが様々な情報と結びつき、いろいろ毛細血管のようになってい

るがどこかに太い拠点があるわけですね。そこが新宿区の中に平等に用意されてい

ることが必要であろう。それは本の世界から出るが、本も大切だというふうに考え

る必要があると思います。一度図書館という我々のもっている古いイメージをぶち

壊す必要があると思います。それ位のことを書いていただければいいでしょう。 

◎： 図書館を情報センター化する。では、どういうふうにするのというようにすると、

意図が少し伝わりやすくなるのかなと思います。 

●： 情報センターとか「知のネットワーク」のそれぞれの言葉の定義はどうなのでしょ

うか。情報拠点とは何だ、ということを最初に定義付けてしまう表現はありますよ

ね。つまり図書館を各地域の情報拠点として、そこに住んでいる人たちやすべての

人が平等にアクセスでき、集まることができる。そういう場所として、図書館が準

備されて地域の情報拠点としての将来の姿を明確にし、その情報拠点の一つひとつ
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が新宿区内にあり、横のネットワークをつくることで、新宿区全体の「知のネット

ワーク」が作られる。そんなイメージを書かれたらいいのかなと思います。 

●： 私は中間発表の時のものがどのものより基本になると思っています。そうすると４

つの項目がネットワーク化されて、それが観光で知名度を上げていくと。観光はも

っと大きく世界にも全国にも発信するような拠点にしたいと思うんですね。１０年

２０年先を考えてみて、子どもたちにもっと大きなことを残していきたい。「知のネ

ットワーク」の将来像はとても大切です。大きな構想で情報センターを打ち出せる

わけですから、アメリカからでも、新宿区の情報を見て観光に行きたくなったとか、

文学でもこういうのがあるんだということがわかるような情報拠点にしたい。あま

り今の図書館にこだわらずに、小項目で読みきかせなどは十分に書けると思います。

ですからもっと大きな構想を子どもに残したいと思います。 

●： 「知のネットワーク」は４つの項目の柱の土台になるだろうと思います。その点で

いえば単なる情報流通の話とは違うかなという気がします。 

●： 最初に第５分科会が始まったときには、みんなそれぞれ活動しているんだけど、お

互い全然知らなくてそんないいことやっていたのという感じでした。それでお互い

にやっていることを知りたいねということから、どこにいけば、その情報がすぐに

わかるかという話が出たと思います。消費生活センター等いろいろな場所があると

思うんですけど、そこでやっていることがみんなに知られていない。それをどうす

れば知ってもらえるかといったら情報を集めて発信する。情報の収集発信するため

にどうやったらいいか、その一つとして図書館はどうだろうかという考えが出たと

思うんです。それで図書館のスタイル云々ではなくて、例えば、情報が集まったと

ころで、そのことについてどこに行けばいいのかというのを聞かれた場合にそれは

リサイクル活動センターでというふうに紹介できるという、そういう意味だと私た

ちはずっと言っているんですが。なぜ図書館かというと、赤ちゃんからお年寄りま

でいつでも行きたいところにいけるからということで提案したわけなんです。 

●： １０年後２０年後にはこうなってますという夢を「将来あるべき姿」のところに書

くといいかなと思います。だからこの「知のネットワーク」のところでも将来は各

地域ごとに核があってそれをネットワークで繋いでいますとか、誰でも行けばそこ

にアクセスできますとか、そういう書き方をすれば、図書館といってもずいぶん違

うものになるんだなということが青写真として確立されると思います。 

●： 図書館は、みんな小学校でも中学校でも地域の図書館でも経験している。非常に敷

居が低くて、みんなが行きやすいというのはその通りで、そこをうまく改変してい

くというのは悪くないと思うんですよね。例えば、中央図書館のあり方も含めて。

その部分は構わないんですが、やはりその書き方だろうと思われます。最初に図書

館は従来のものではないんですよということを最初に振ってしまうと図書館の常識

を壊してしまうことです。それがないとなかなかつかみにくいので、私は従来の図
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書館と違うものをいいますと、最初に結論を言ってしまった方が読者はわかりやす

い。 

◎： やはりサービスだと思うんですよね。サービスの究極はホテルで、コンシェルジェ

に聞けば全て教えてくれる。例えば、図書館をミニＦＭステーションにするとか、

地域コミュニティの情報発信にする等のアイデアがあります。インターネットは埋

もれすぎてわからないんです。そうするとメディアとしてのサイズはラジオ局が一

番適当なんですよね。情報発信しながらインターネットで専門的なことをやってい

き、もっとより良いサービスをしていく人がでてくるというようになる。たぶん一

つだけではなくて、複合的な要素をもっともって入っていく。あれもこれもできる

ということをもっと広げていってほしいです。そういう機能をこれからは新しい情

報センターが担う。いわゆる既存の図書館を変えていく、というようなイメージが

一般の人にわかりやすいのではないかと思います。 

●： 現状と課題というところにどう書き込むかということが一つあります。現実に図書

館や文化センター等いろいろなものはあるが、それが「知のネットワーク」として

機能していない。人が集まれる観光とか産業とかとリンクしていない現状をここに

書き込んでしまって、これをどう突破するのかというところに課題があると最初に

押さえる。現状と課題のところで押さえてしまうと将来のところに繋がるかなと。

各地の図書館の事例がありますよね。新宿は日本の中心、東京の中心である。本来

そういうところで、仕事だとか困ったときに地域のかけこみ寺として図書館が機能

するということがあっていいと思います。そういう複合的な施設として地域の中心

として巣立っていくことが求められるのではないかということが現状と課題のとこ

ろで触れられると将来のところで飛躍ができると思う。 

●： かけこみ寺という言葉が象徴していますよね。図書館ということではなくて、情報

ステーションの中に図書館もあるという発想でしょうか。情報ステーションの箱は

図書館になりますよというニュアンスでしょうか。情報かけこみ寺の方がインパク

トがありますね。 

●： 今まで話し合ってきたことはそういうことだと思うんですよね。みんなやっている

ことをお互い知りたくて、でもどこにいったらいいのかわからないからどうしよう

かと。だからむしろ情報センターの中に図書館があるという書き方のほうが、実際

には図書館が中心になるかもしれないけど、いいかなと思う。図書館の未来の姿と

しては情報センターの色合いを大きくもっているものだと思います。 

●： あくまでも中央図書館というのは情報ネットワークの発信基地ということでネット

ワークづくりに重きにおいてそれを発信する。しかし誰もが情報を得るために身近

なところに地域図書館を、というのはちょっと違うかなと思う。それは図書館では

なくても、一番、普通の人が行きやすいところというのは、地域センターだと思う

んですね。新宿区はかなり地域センターに力を入れてあちこちに建ててます。それ
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を利用しない手はないんじゃないかなと思います。 

◎： ネットワークという言葉自身が同じものを結びつけることではないんですよね。あ

まり同じものを結び付けても意味がない。違うものを結びつけた時に価値が発生す

る。だから図書館のネットワークという場合には様々な特色をもった図書館であっ

てもいいし、逆に地域のセンターが図書館化してもいいし、図書館が変わってもい

いわけですね。あるいはもっと別のものの方が１０年２０年先にはいいだろう。問

題はそこで提供されるサービスで、区民にとっては必要最小限のものがどこに行っ

ても得られる。その後のプラスアルファが特色をもっていて、それはそこから情報

としてインターネット経由で得るか、そこに行ってやるか、それは皆さん選んでく

ださいね、というふうになればいいと思うんですね。そういうものを用意していく。

使いやすいところにあるというのがポイントです。ですから大学の図書館と結びつ

けた場合には、大学の図書館が持っているものは地域で検索できたり読んだりする

ことができますよ、とかですね。そういう方向に行くと思いますが区民側の需要の

ほうから作っていくことが大切だと思います。 

●： 中央図書館でなくても、別のものを大きく建ててもいいわけですよね。そこに図書

館や消費生活センター、文化センターも繋がればいい。既存のもので繋いだ場合に

は、縦割りはなかなか解消されないと思います。しかし新しいものを建てると、そ

こには縦割りでないものもけっこう繋げるわけですよね。中央図書館もいいんです

けど、もう少し大きな中央図書館以上の情報ネットワークの夢を打ち上げて欲しい。

●： 行政が持っている資料やデータをどう活用するかという話になっている。最初は区

民生活の中で必要な情報や新宿の魅力を発信するようなネットワークという発想が

あったと思う。そういうものは行政にはなかなか集まらない。 

●： 情報というものは行政、地域、区民、社会情報などいっぱいあります。その情報を

どこかで集約して、編集、加工するスタッフが必要になる。そこは信用ある新宿ブ

ランドをつくっていかないと埋没してしまうと思います。多面的な情報をどこから

受けて、加工して、発信していくかという。行政は行政情報だけじゃなくて、例え

ば、小学校、中学校はそういう情報が集まる可能性がある。地域センターもそうだ

と思いますし。そういうところをまんべんなく毛細血管のようにしていこうという

ことだと思います。 

●： たとえば裏新宿、裏高田馬場がありますよね。裏新宿は新宿に関することが細かく

情報が流れている。 

●： それは例えば２ちゃんねるなどで、変な情報がいっぱい流れるようなものです。こ

の場合情報が平等にアクセスできるのかが大事ですよね。平等にアクセスできるの

は地理的な問題もあるし、技術の問題もある。ＩＴができなければ紙媒体となると、

どこかで補完しないと平等ということが成立しない。それと、人が集まるところに

情報が集まってきますから、人間の情報もくっついている。そこのところで集める
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機能をどう確保するかということだろうと思いますけど。 

◎： わかりやすいお話をしたいと思います。私が立教大学に勤めたのは１９９１年で、

それまでは別の大学にいました。大学に行ったら驚いたことに、大学の図書館は夜

７時で閉まってしまうんですよね。今は夜１１時過ぎまで開いていますが。どうし

て夜７時で閉まるんですかと聞いたら、学生が使いませんからと言われまして。そ

れは違うだろう。学生にどうやって使ってもらうかがあなたの仕事でしょと言った

んです。つまり本来そこがプロの仕事なんですよね。で、ここで専門家を置こうと

言っているのは、今おっしゃったような、どうやって使っていくかというようなこ

とを仕掛けていく人が絶対必要なんです。そういう人がいないと発展性がないんで

すよね。だから人という支える要素が必要だと繰り返し言っているわけでそれを大

切にしようと。 

●： 実際に情報を手に入れることを知り、いい繋がり方ができれば、広がっていくだろ

うと思うんですね。こんなにいいものだということはＰＲもしなければいけません

が、私たちはいいものをつくるし、いろいろな人が使えるものをつくるという気持

ちがありますね。 

●： 図書館をもっと上の次元で捉えたいと思っています。この文面だけみると図書館の

文字が多い。図書館を情報センターに全部言葉を置き換えたらどうか。そうすると

誤解されない。変わろうとする気持ちは文面からわかるが、やはりイメージが固定

的になってしまう。情報センターに変えたら内容ががらりと変わるような感じを受

けます。 

●： 図書館のイメージが皆さんの頭の中にこびりついてしまっているんですよね。普通

の図書館とは違うものをというのはずいぶん前から考えていますし、全然違うイメ

ージで表現しようとは思っているんですが。 

◎： 技術的にはどう読まれるかは絶えず意識した方がいいですね。重要な言葉について

はきちんと定義するなりして、私はこういうふうに使っていますということを読み

手にきちんと伝える必要がありますね。これは注意した方がいいと思います。そう

しないと図書館という言葉でみんな違うことを考えてしまう。 

●： ぜひお願いしたいのは、新しい図書館像のイメージを出して欲しいということです。

それをはっきりしてくれないと訴える力が弱いのではないかなと思いました。 

●： それだけ今までの図書館から脱皮するにはよほどショックを与えないと変わらない

ということですよね。 

○： リーダーを中心に手直ししてよりよいものにしていただければと思います。では、

「道草したくなる楽しいまち」について、お願いします。 

●： 過去の会議録の中から抜けていたものを選択、加味した結果、大幅に修正しました。

現状と課題については、第２段落までが大幅に修正されています。中間報告を基に

作成しました。また、表現方法によっては、多様な捉え方ができる部分もあると思
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いますので、ご指摘お願いします。第３段落に関しては、「知のネットワーク」をさ

しているかなと思います。第４段落については、第３分科会のまちづくりの原稿を

そのまま掲載しています。最後に、来街者がまた来たくなるまちと多様性を楽しめ

るまちはあまり修正を施していません。また、第３分科会からいただいた小項目は

そのまま掲載しています。これが全体の概略です。詳細ですが、将来のあるべき姿

については、言葉の使い方を区民の立場に立った表現にするよう最大に心がけまし

た。２０年後の新宿ということで書き入れました。また、先週の議論の中でのキー

ワードとして、異質なもの、猥雑なもの、種種雑多、膨張し続ける、個性、多様性

という言葉をあえて入れてみました。具体的な新宿区のイメージとして、マニアッ

クとか、猥雑さとか、中間報告の時の粋、本物も入れてみました。次に、現状と課

題については、中間報告のことをそのまま入れてあります。産業、文化活動に重き

があり、産業、文化がよき、観光化と言っていたのですが、今回はあえて、観光と

いう言葉は使いませんでした。発想をかえて、豊富な魅力や財産を見る視点、角度

を変えてみる必要がある。その具体例に産業活動、文化活動、そしてユニークな人

ですね。産業や人が観光資源なのだという書き方をしました。小項目にも少し修正

を加えてあります。文段、誤字、論理的な使い方などがあればご指摘下さい。中間

報告で出ていると思うのですが、観光ミニコースの新設、芸術村の発想などについ

てもご議論いただければと思います。 

◎： 将来のあるべき姿についてですが、私が望みたいのは、道草するのがどういう行為

なのか。道草したくなるまちは、来街者がまた来たくなるまちですとも言っていて、

道草をどう考えるのか書いたほうがいい。そうすると、道草したくなるまちは、多

様な要素があるから、また来たくなって、道草したくなるまちになると思います。

道草したくなるにはいろいろな要素があります。この要素を整理できれば、もう少

しわかりやすくなります。私の考えでは、新宿をおもちゃ箱に例えます。おもちゃ

はいろいろな目的があるが、遊ぶ人によって遊び方が変わります。双方に面白さが

ある。来街者が発見するものもあるし、まちが用意しているものもある。相互がぶ

つかりあってエネルギーが生まれます。その辺りが道草したくなるまちのイメージ

なのかなと思います。 

●： 今のおもちゃ箱のイメージですが、私は宝石箱と書きました。新宿区だとおもちゃ

箱のほうがわかりやすいですか。 

◎： 自分で書いたものは自分ではわかっても、第三者にはわかりにくいこともあります。

伝えたいことは、これだったら、こういうふうに言った方がわかりやすいのではと

いうことも含めて、話し合って下さい。 

◎： 多くの用意されたものに来街者がいろいろな発見をする。いろいろな道具がたくさ

んある、それが新宿の魅力ですよね。あとは、それをどう伝えるかです。 

●： 道草したくなるまちをもう一度、考え直してみたのですが、長い時間いるというこ
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とですよね。長時間いるからご飯も食べるし、お茶も飲み、１日中いるような。ひ

とつの目的のためではないということなのかな。 

◎： 時間を使っても惜しくないまちですよね。情報として整理されていないところもあ

っていいと思う。 

●： ５月１４日の編集部会で、第３分科会から、超高層の項目を第５分科会で受けてく

れないかという話がありました。私が独断で超高層の問題は第５分科会としては受

けにくい。超高層の建物がどこに作られるのかによって、第５分科会のよいという

ものがなくなってしまうので、場所が決まっていない限り、難しいと返事しました。

第３分科会で中項目を立てられるか検討し、無理な場合は「誰もがわくわくする末

端と先端のあるまち」の小項目として、第５分科会で取り入れてほしいという話に

なりました。 

◎： 超高層はどういう意味をもつのですか。 

●： 超高層は新宿のひとつのシンボルです。超高層は経済効率がいいので、ひとつのま

ちを作るようなものだという評価もありますが、第３分科会でも建てる場所とかの

問題もあり、一概に評価しているわけではない。超高層は新宿のひとつとして無視

できない。 

◎： 今ある超高層をどう評価するかということと、これから建てる超高層をどうするか

ということで変わってくると思います。 

●： そこのところが一緒になっていました。私としては、これからの超高層ということ

で、建てる場所により全く評価が違いますからとお答えしました。 

◎： かなり議論がわかれますよね。 

●： 私たちが、わくわくするとか、先端とか末端とか言っているのは、末端が先端にな

るような逆転を期待している。 

●： 「誰もがわくわくする末端と先端のあるまち」の文章の流れからすると超高層は入

ってこないのでないかと思うのですが、どうでしょうね。 

◎： 入ってこないと同時にスタイルの問題だと思う。調和していかなくてはいけない。

どうまとめていくか、それだけで本当の部分が見過ごされている。 

●： 超高層について、新宿のここでどういうものを築くか。文化の発信基地をつくる。

ある意味では必要あるかもしれない。 

◎： それは場所を選ぶということですよね。 

○： まだ道草が途中ですので、そろそろ道草のほうの結論をお願いします。 

●： 大江戸線沿線で情報誌などを置き、何かの情報を提供するというところは、自らの

発見というのもあるのですが、「知のネットワーク」に入れたらどうでしょうか。入

れるとしたら小項目というよりは事例なのかと思います。 

◎： そういう情報誌、事例は大切です。使い方が違うかもしれない。一方でおもちゃを

用意してもかまわない。ただ、我々はそれがいろいろな使い方ができるという見方



新宿区民会議 第５分科会会議録 

-13- 

をしたほうがいい。 

●： 「知のネットワーク」だと情報の整理という部分があるので活きると思います。 

●： 新宿らしい多様性を楽しめるまちのところで、それに対して区はどうするかが、こ

れまでの議論からでは把握できない。新宿らしい多様性を楽しめるまちのために区

民が何をしていくのか、こうした区民の活動に対して区に求めるものを具体的な言

葉でいただけると助かります。書き方全体のことでも構いませんが。 

●： 多様性を具体的にしたほうがいいということですよね。 

●： 私たちの頃の新宿は、若者のまちでしたよね。そういう意味での、異質、異端があ

って、でもスタンダードなわけですよね。その辺からそういう根っこがあったんじ

ゃないですかね。 

●： 新宿は若者が来るまちなのか、若者に人気がある高円寺と比較するとき、どんなま

ちなのか。新宿のまちは汚くて、危なくて、という話がある。ところが、高円寺は

汚さがあって癒されるという表現がある。そういうことを考えると、きれいにする

ことが必ずしも人集めにはならない、道草をすることにつながらず、かえって汚さ

が散歩道になってくることもある。あまり整備されたものだと道草したくならない

ことになる。道草したくなるまちがどういうことを想定しているのが一般論では書

けない。いろいろなものがあって、新宿なのだという多様性なのか。 

◎： きれいか汚いかを考えるには階層がありますから、程度の問題だと思います。例え

ば、イタリアに行っていいなと思うまちがあった。まちはきれいであるが、壁は古

いということもある。そこはごみがあるからという話ではないので、そこは分けた

ほうがいいですね。どういう人が来ているのかについては、本当はデータがあった

方がいいですね。今はあまり大々的に調査をやらないのですが、大学でもやってい

るかもしれないので調べたほうがいい。限られているものでもいいです。見ていて

もわかるように、渋谷のある場所とは違って、いろいろな人が来ている。そこの特

色があると思います。場所によっては、家族連れでは行きにくいところもあるよね

ということになります。 

◎： 新宿の文化は大人が来るまち、実際、流行のちょいワルおやじが闊歩しているよう

なイメージですよね。 

◎： 渋谷は街づくりの際に想定していた年齢層より若い人が集まってしまった。椎名誠

は、渋谷は好きだけど子どもばかりがいるから、商売をするにも単価が下がるから

やりにくいと言う。ニーズを捕まえて、新宿は大人が集まるまちという要素も大事

にした方がいいと思います。 

●： 新宿は２０代以上のまち。私たちが若い頃、ジャズとか、子どもはいなかったけど、

学生はたくさんいた。２０代の若者はたくさんいた。今は、そういう層がいなくな

っているのかなと思います。 

◎： 新宿は遊び方が伝えられるまちだということが大切です。例えば、お寿司屋さんの
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握りすしは、いくらかかるかわからないので食べにくい。昔だったら、遊び方を知

っている大人が連れて行って、食べ方とかが伝わっていくのですよね。新宿のもつ

よさが世代間を通じて、伝わっていくといいなと思い、遊び方の伝わるまちという

言い方をしました。そのためには、人がたくさん来ないといけないだろうというこ

とになります。 

◎： いろいろな文化や要素が伝わっていく。演劇の見方、落語の見方、オペラの聴き方

だとか、何が面白いのかが、世代間で伝わっていくところが新宿です。 

●： 他にも何かご意見があれば、メールでもいただければと思います。ありがとうござ

いました。 

○： 「誰もがわくわくする末端と先端のまち」、「新しい文化・才能を常に吸収し続ける

まち」、「本物へのこだわりのあるまち」は修正原稿ができていませんので、とりあ

えず、各執筆リーダーの方から概略だけを説明していただきます。なお、各分科会

の原稿の締め切りが５月１９日になっています。あとでご相談させていただきます

が、これら３つの原稿の確認方法について、一つ目は皆さんにメール等で流す、二

つ目は５月１９日前に臨時会を設ける、三つ目は各執筆チームに一任するという３

点が考えられます。先に、説明していただいて、その後、皆さんのご意見をいただ

ければと思います。 

   では、「誰もがわくわくする末端と先端のあるまち」について、お願いします。 

●： ２人の原稿をリーダーにまとめていただいたのですが、今日、お配りした原稿では、

前回の分科会でご指摘いただいた部分も含めて、うまく連絡のとれていないところ

もあります。全体の文言の調整は２人でやりたいと思います。新宿駅周辺などに防

犯のための監視カメラが非常にたくさんあります。人々がたくさん集まって、憩う

というまちとしては、監視が多いのが問題ではないでしょうか。そういうところ皆

さんがどう思っているかお聞きしたい。 

●： 将来のあるべき姿で、こうなっていきたいとか、わくわくするこんなまちになって

いきます、ではなくて、現在こうだと言っているような気がします。 

●： 他の分科会の事例の将来のあるべき姿はどうですか。２０年後をイメージしている

のでしょうか。 

○： 内容によっては差があるかと思いますが、あくまで１０年後、２０年後で考えてい

ます。 

●： タイトルの末端と先端をどう表現するかですよね。難しい課題を与えられている。

●： 末端も先端も新宿本店みたいな表現があります。 

●： 新宿発とか、そういうことを考えると全部本店ですよね。一つしかなくても、本店

だし、全国にたくさんあっても新宿本店。新宿から産業も商品も発信していく、そ

ういうまち。 

◎： 末端と先端の定義は多少必要ですよね。ここは産業としてのイメージですよね。先
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端と末端のどっちがかっこいいかというとやはり末端ですよね。 

◎： 産業という面で見た時、新宿区は包容力があるということを言っていただければ、

よいかと思います。大資本もあれば、個人商店もある。大量生産のものを売ってい

るというところもあれば、一方でご近所を対象とした手作りのものもあるわけです

から。そこが新宿区のよさです。その両方を選べるまちです。それを大切にしてい

きたい。時代からみて進んでいるものの対極にあるものの存在を認めていくという

許容度、懐の深さがあります。ただ、その際にビジネスになるように環境を整えて

いく必要があります。そのためには、どうするかということが課題に出てくればよ

いのです。そこで実は現状と課題の中で、供給する側の問題もありますが、評価す

る需要側の問題もあります。消費者にも問題があります。いいものをいいものと評

価できなければ、それに対してお金を払えません。そこが個人商店の生き残ってい

く道だと思います。ぜひ気合を入れて書いて下さい。 

○： 今のところを調整していただきたいと思います。続きまして、「新しい才能・文化を

常に吸収し続けるまち」について、お願いします。 

●： 前回ご指摘をいただいているところで、新しいところを許容する、妄想を新しくと

いうことだったので、将来の具体的な絵柄がグループメンバーと話し合って浮かん

でいます。劇場があって、飲食店がある。その劇場に人が集まって、観劇について

の話が飲食店でなされているようなイメージがあったほうがいいのかな。将来のあ

るべき姿で書きこんでみたときにイメージが出てくるのかなと思います。 

◎： そうですね。ブロードウェイやハリウッドのような。 

●： 昨夜、居酒屋で演劇について議論をしていた人がいましたが、ああいうやつかなと。

美術館もあったり、ポスター店みたいなところとか、飲み屋とかそういうところと

か。そういうものがデザインとしても膨らましますので、取り組みの方向性も含め

て、執筆を進めていきたいと思います。 

●： もう一度あるものを見直していただきたい。最先端であり末端でもある。少し離れ

ているので競争も少なく食べるところも少ない。もう一歩、人がくれば、可能性の

あるまちを見直すのもひとつテーマになるのかな。芸術的な部分も小項目に取り入

れていきたい。 

○： 「新しい才能・文化を常に吸収し続けるまち」についてはよろしいですか。では、

最後に、「本物へのこだわりのあるまち」について、お願いします。 

●： 将来のあるべき姿については、以前に書いたものの中に将来の姿がほとんど書いて

ないため、手直しします。内容について、第３分科会と調整が必要です。小項目に

ついては、何個までよいのですか。 

○： 目安は１０個程度です。 

●： 小項目については、第３分科会と同じイメージのものが多いです。 

◎： いただいたものをこちらがアレンジしてはどうか。構成の上で混ざっているのもあ
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るだろうから、そこをアレンジする。 

●： 微妙なところが違うのですが、うまく調整します。 

○： ありがとうございました。では、先程もお話しましたが、各分科会の原稿の締め切

りが５月１９日です。原稿の確認方法について、皆さんにメール等で流す、５月１

９日前に臨時会を設ける、各執筆チームに一任するというが３つの方法のうち、ど

れにしますか。 

●： 「誰もがわくわくする末端と先端のあるまち」について、もう一度、議論していた

だければと思います。 

◎： 商店主が生き残るために存在価値をどう認めさせていくか。これは先端ではないで

すよね。先端かもしれないけれど、時代の大きなものからすれば、違うものかもし

れない。 

●： どうでしょうかね。言葉として末端と先端をこだわらない。 

●： 新宿に人が集まる。新宿は稼げるからだ。その言い方をすると逆に小さくなってし

まいます。 

◎： 飲食店の回転率は速いですからね。 

●： ここは何とか調整しないといけないと思うのですが。検討会をもう一度開くのは厳

しいですか。 

○： 原稿を書く時間があまりないですが、５月１８日はどうでしょうか。（了承） 

では、１８日の検討会で修正した原稿の確認を行います。原稿は、以前にお示しし

たフォーマットがありますので、それに従って、執筆して下さい。検討会を受けて、

１９日に事務局へ原稿を提出していただきます。 

●： １９日というのは厳守ですか。 

○： １９日の締め切りは厳守でお願いします。各分科会の原稿をまとめて、２２日に世

話人会委員へ原稿を送付します。次回６月の分科会で内容の確定をしたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 

５ 事務連絡 

 

 ＊臨時検討会 

  ・５月１８日（木）午前１０時３０分～ 場所未定 

＊次回分科会 

・６月５日（月）午後７時～午後９時 新宿区役所第一分庁舎７階研修室 

 

以上 

 

 


